兼任様式－１
	現 場 代 理 人 兼 任 届 
	了　　知
	監督員
	係　長
	課　長

	
	
	
	
	

	令和　　年　　月　　日

（あて先）

筑紫野市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　　　在

　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　下記工事に配置する現場代理人について、他の工事を兼任させたいので届出致します。
記


	現場代理人氏名
	
	常　時

連絡先
	

	契約件名
	

	履行箇所
	筑紫野市

	契約金額
	￥　　　　　　　　　　　　　　　円

	履行期間
	令和　　年　　月　　日から　令和　　年　　月　　日まで

	兼 　任　 す　 る　 工　 事

	担当課名
	課　　　　　　担当

	契約件名
	

	履行箇所
	

	契約金額
	￥　　　　　　　　　　　　　　　円

	履行期間
	令和　　年　　月　　日から　令和　　年　　月　　日まで

	工事現場間の距離
	．　 ㎞

	兼任の種類
	· 現場代理人　・　○ 非専任の主任技術者

	兼任期間
	令和　　年　　月　　日から　令和　　年　　月　　日まで


※兼任するそれぞれの工事箇所及び距離を表示した箇所図及び兼任する工事の工程表を添付すること。
裏 面
【兼任の手続き】
1 兼任を希望する場合、契約締結の前日までに現場代理人兼任届を提出すること。
2 兼任する工事の担当課に、兼任することについて事前に承諾を得ること。

3 兼任するそれぞれの工事箇所及び距離を表示した地図及び兼任する工事の工程表を

添付すること。

4 兼任の可否について、担当課が要件等を確認後、受注者へ連絡。

5 兼任が認められた場合は、契約締結後、現場代理人通知書（様式第２６号）および
経歴書を提出すること。
6 兼任が認められなかった場合は、本届出とは別の現場代理人を配置すること。

注）兼任承認後、工期遅延、作業事故、苦情等が発生し、施工管理体制等が不十分で
あるといずれかの担当課が判断した場合には、兼任配置を解除する。

【現場代理人が他の工事を兼任できる要件】
以下の条件を全て満たす工事のうち、担当課が兼任可能と判断した工事
ア．兼任できる工事は、筑紫野市発注工事であること。

イ．当初請負金額の合計が４千万円未満であること。
（建築一式工事の場合は、合計が８千万円未満）

ウ．兼任できる工事の数は、１人の現場代理人につき２件まで。
エ．工事現場の相互の間隔が５㎞程度であること。
オ．兼任しても安全管理、工程管理等の工事現場における運営、取締り及び権限
の行使に支障がないと認められる工事であること。
カ．監督職員と常に携帯電話等で連絡をとれること。
キ．監督職員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応を行うこと。
	＜担当課審査欄＞
兼任要件

□　兼任する工事が筑紫野市発注工事である

□　当初請負金額の合計が４千万円未満である（合計　　　　　　　　円）
　　※建築一式工事の場合は、合計が８千万円未満
□　工事現場相互の間隔が５㎞程度である（約　　 ．  ㎞）

※陸路距離で判断すること
□　工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がないと認められる

□　常に携帯電話等で連絡がとれる

※兼任要件の□をチェックすること。


